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	令和3（2021）年度用


知的交流会議助成プログラム
申請書


	· この用紙は、「申請概要」と「事業予算計画」の所定様式です。申請の際には、この他に「申請事業の詳細（自由記述形式）」と「関連添付書類」の提出が必要です。記入方法と提出書類の詳細は、申請要領7ページ以降の「申請書記載要領」をご参照ください。


独立行政法人国際交流基金理事長　殿
	· 日付（年）／　（月）　／　（日）

2020／     ／     


独立行政法人国際交流基金プログラム・ガイドラインに従い、下記のとおり助成金の交付を申請します。
記

A 申請概要 

	1 
	事業名称（日本語）：
	     

	
	事業名称（英語）:
	     

	2 
	申請団体概要

	
	団体名（日本語）：
	     

	
	団体名（英語）：
	     

	
	団体種別（法人格）：
	     

	
	団体住所：
	     

	
	Tel:
	     
	FAX:
	     

	
	団体代表者　（     Other [Ms. Mr. Dr. Prof. ]）

	
	氏名：
	     
	Name (Roman Alphabet):
	     

	
	団体内役職：
	     
	E-mail:
	     

	
	連絡先住所：
	     

	
	署名又は押印
	

	
	事業責任者　（     Other [Ms. Mr. Dr. Prof. ]）

	
	氏名：
	     
	Name (Roman Alphabet):
	     

	
	団体内役職：
	     
	E-mail:
	     

	
	連絡先住所：
	     

	
	署名又は押印
	

	
	経理責任者　（     Other [Ms. Mr. Dr. Prof. ]）

	
	氏名：
	     
	Name (Roman Alphabet):
	     

	
	団体内役職：
	     
	E-mail:
	     

	
	連絡先住所：
	     

	
	署名又は押印
	


	3 
	事業実施予定期間：
	20     ／     ／     ～　20     ／     ／     

	4 
	会議等開催期間：
	20     ／     ／     ～　20     ／     ／     

	5 
	事業実施予定地：
	     

	6 
	事業経費　（通貨単位名又は通貨記号：     ）

	
	事業経費総額：
	     

	
	助成申請額：
	     

	
	助成金必要期日：
	20     ／     ／     

	7 
	事業の概要（400字以内）

	     

	8 
	事業の目的（400字以内）

	     

	9 
	主要協力団体・協力者、主要参加団体・参加者
各関係者・団体の国名及び参加・協力形態について記入します。特に、日本の経験や知見の活用がある場合には、その具体的な協力形態と期待できる影響を記入してください。(主要な発表者、パネリストの氏名、参加が確定しているか否かを含めます。)

	     

	10 
	実施事業への参加者層と見込み人数:
上記9の主要参加者以外に見込まれる参加者層とその規模（人数）について記入してください。

	     

	11 
	過去の国際交流基金助成実績:
過去に国際交流基金から助成を受けた経験がある場合、その事業名称、年度、助成金額、助成を受けたプログラム名を記入してください。

	     


B 事業予算計画
1 通貨単位（通貨名又は通貨記号）：     　※口座で管理する通貨で記入してください。
2 事業予算表
	番号
	経費項目

（適宜追加可）
	積算根拠

（例：単価×日数×人数）
	金額
	予算充当内訳

	
	
	
	
	申請団体

自己資金
	他の資金

提供団体
	国際交流基金
申請額

	会議等開催経費

	1-1
	資料・報告書作成費
	     
	     
	     
	     
	     

	1-2
	会場借料
	     
	     
	     
	     
	     

	1-3
	機材借料
	     
	     
	     
	     
	     

	1-4
	広報費
	     
	     
	     
	     
	     

	1-5
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	謝　金

	2-1
	講師謝金
	     
	     
	     
	     
	     

	2-2
	通訳謝金
	     
	     
	     
	     
	     

	2-3
	アシスタント謝金
	     
	     
	     
	     
	     

	2-4
	研究者・協力者謝金
	     
	     
	     
	     
	     

	2-5
	     
	     
	     
	     
	     
	     


「積算根拠」は国際交流基金が助成金の審査を行う上で必要となりますので、必ず記入してください。


（次のページに続く）
	番号
	経費項目

（適宜追加可）
	積算根拠

（例：単価×日数×人数）
	金額
	予算充当内訳

	
	
	
	
	申請団体

自己資金
	他の資金

提供団体
	国際交流基金
申請額

	旅　費

	3-1
	国際航空賃
	     
	     
	     
	     
	     

	3-2
	国内航空賃
	     
	     
	     
	     
	     

	3-3
	その他交通費
	     
	     
	     
	     
	     

	3-4
	滞在費
（宿泊費・日当）
	     
	     
	     
	     
	     

	3-5
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	その他

	4-1
	資料購入費
	     
	     
	     
	     
	     

	4-2
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	4-3
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	4-4
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	4-5
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     


	合計
	     
	     
	     
	     


「積算根拠」は国際交流基金が助成金の審査を行う上で必要となりますので、必ず記入してください。
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事業予算計画（続き）
	3 
	事業予算計画備考
上記2の事業予算表で使われた経費項目の番号を併記の上、以下のような補足情報を記載してください（必要に応じて別紙を作成し添付してください）。
· 経費項目の必要性の説明

· 資料・報告書作成費の明細

· 謝金の金額設定の根拠（謝金の支払先を含みます）

· 旅行区間及びクラス等交通費の明細

· 宿泊先として使用するホテル名、利用する会場名

· 購入する資料・書籍の説明

	番号
	補足情報

	     
	     


4 他の資金提供
	資金提供団体
	申請の状況（未決定／決定）
	金額

	     
	     
	     


以上

J2-RC








1
5

[image: image3.png]


